
電磁気学A(加藤担当) レポート第 2回 第 5講配布 (2015.10.14)

今回のレポート問題はまだ授業でちゃんと練習していないものであるが、多くの参
考書に紹介されている内容である。わからなかったら参考書をみてよい。

問題 1.

線密度 (=単位長さあたりの電荷量)λで帯電した長い線状の物体がある。線の長さは
無限に長く、太さは無視できるとする。このとき、系が軸対称であることから、電場
の向きは線から遠ざかる方向で、電場の大きさは線からの距離 rのみによる。下図の
(a)に示された線を中心軸とする半径 rの円柱を考え、ガウスの法則を適用し、rだけ
離れた場所での電場の大きさE(r)を求めよ。(ヒント: 円柱の上面・下面を貫く電場の
面積分は、電場と面が直交しているために 0である。)

問題 2.

面密度 (=単位面積あたりの電荷量)σで帯電した広い面状の物体がある。面の面積は
十分大きく、厚みは無視できるものとする。このとき電場は面から遠ざかる方向を向
き、上下の対称性から上方と下方で電場の大きさは等しい。下図の (b)に示された面の
一部を含む直方体を考え、ガウスの法則を適用し、面から rだけ離れた場所での電場
の大きさE(r)を求めよ。(ヒント: 直方体の側面での電場の面積分は、電場と面が直交
しているために 0である。)

(アンケート)

講義に関する疑問や感想を自由に書いてください。なおアンケートはホームページ
(http://kato.issp.u-tokyo.ac.jp/kato) に掲載したいと思います。掲載がいやな人はその
ようにかいてください。(レポートの評価とは関係ありません。)
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